
バイオの散歩道

黒川農場－海南島南海農場共同
シンポジウム概要
　国境を越えた農業環境への関心が高まるなか、「農業」をキーワードとした
様々な国際的試みが世界各国で実施されようとしていますが、明治大学黒
川農場も、このような農業の国際化に対応するべく動き出しています。
　2012年2月25日に中国海南島で行われたシンポジウムは、日本側から明治
大学と、近年第6次産業化の成功例として大きな注目を集めているモクモク
ファーム（正式名は「伊賀の里モクモク手づくりファーム」）、中国側からは海
南島の南海農場、北京林業大学をパネラーとして実施されました。会場には
海南島の主だった農場責任者が集合し、地元のテレビ局や新聞社もかけつ
ける中、大変な盛況の下に開催されました。ちなみにカウンターパートとなった
南海農場は海南島でも有力な農場であり、約1500haもの面積（黒川農場の
約120倍）を有する大農場です。

農場を中心とした国際的学術交流の可能性
　海南島は中国における主要な農業生産の拠点となっていますが、「東洋
のハワイ」と称されるような一大リゾート地でもあるため、ホテルや別荘地など
の乱開発が進行し、如何に農業を振興しつつ適正な地域開発を行っていく
か、ということが緊急の課題になっています。
　一方の黒川農場は、隣接地に高齢化の問題が深刻化している多摩
ニュータウンがあり、少子高齢化、人口減少時代に如何に農業を中心とした
地域計画を主導するか、という大きな課題を有しています。
　このように状況は違いこそすれ、農業と地域計画という視点から、単なる農
業生産地としてではなく、如何に地域を適正に開発していくか、という共通課
題の元に今回のシンポジウムは開催されました。また、これまで日本の開発を
手本（時に反面教師）として現代化を推し進めてきた中国ですが、1980年代
前半から実施された一人っ子政策のため、近い将来、日本以上に急激な少
子高齢化社会、人口減少社会を迎えることが予想されている、ということも日
中が共同研究を行なう背景となっています。
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　春の七草の一つであるセリは春先に簡単に収穫できる代表的な山菜である。田園風景の広がってい
る場所を少し探索すれば、必ずと言っていいほど生えている。常に水を引いてある休耕田ではまるでセ
リ畑のようになっていることもある。
　生田キャンパス内でもセリが収穫できる。スーパーの店頭には根つきのものが並んでいるが、ほとん
どの人は根を捨てているのでは？セリの代表的な食べ方は天ぷらやお浸しであるが、根もぜひ食べてほ
しい。葉よりも格段に香りが強くセリらしさを楽しめるからだ。とはいっても学内のセリは群生していな
いので、収穫するときは地上部だけちぎり取ることにしている。栽培品よりも香りが強い自生のセリを
収穫したら是非「セリ飯」を試してもらいたい。作り方は３回目に紹介した「ウコギ飯」とほぼ同じで、少し
塩を加えた炊き立てのご飯にみじん切りした生のセリを混ぜ込んで数分蒸らしたら出来上がり。
　セリを収穫するときに誤って食してはいけない植物がある。一つは「ドクゼリ」で根の部分が塊茎に
なっており、縦断面がタケノコ状になっている。もう一つはこの春に研究室の学生を連れて収穫した時
に区別できない学生がいて判明した「ムラサキケマン」である。これも毒草なので食べてはいけない。
　平和教育登戸研究所資料館の入口脇にある防火水槽にセリが生えていたが、ここ１年以内に掃除さ
れてしまったようで、自生のセリを簡単に見れるポイントはなくなってしまった。

（農芸化学科　天然物有機化学研究室　　荒谷　博）
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編集後記
　「バイオの散歩道」第9号をお届け致します。19世紀初頭のフランス人サディ•カルノーは、生涯たった一遍の論文を記し物理学に革命をもたらし
ました。技術者であったカルノーは熱機関の効率に関する理論的研究を行い、同時代の物理学の世界を遥かに超越した概念に到達しました。彼の理
論はエントロピーの概念へと結びつき熱力学の法則が確立されました。全く異なる分野の異なる視点からのアプローチはいつの時代にも大きなブ
レークスルーをもたらします。（第9号編集担当•久城哲夫）

黒川農場の国際化にむけた方向性
　海南島での学術交流を進めるに当たり、今後の短期的目標と長期的目標
を設定しました。短期的な目標としては、
①国際化拠点形成に向けた連携体制の創出
②本勉強会の趣旨に賛同する研究者、農場経営者等とのつながりの創出
③特定事案についての勉強会及び「農場・農園」の在り方に関するディスカッション
④今後の継続的な交流事業（シンポジウム開催など）に向けた地盤作り

また、長期的に目指す方向性としては、
①農業と環境と文化を並立させることのできるビジネスモデルの指標作り
②農業・農園に必要とされる新しい役割（仕組み・空間・連携）
③文化の継承（これまでの農業を取り巻く集落と住民の在り方、生活と新し
い提案における集落、住民の役割、その変化）

④明治大学の国際化拠点の形成と学術的視点からみた対象の発掘と学
術研究発表

　今回の国際シンポジウムにおいては、上記の短期的目標をほぼクリアでき
たのではないかと考えます。また、次の段階として考えていた海南大学との学
部間協定も、シンポジウム後すぐに実現に向けて動き出しました。さらに、副産
物的な収穫であったのは、日本国内のモクモクファームとの関係が構築でき
たことであり、今後学生の研修など、国内農業活動の活性化にも、黒川農場
が参画する契機となったのではないかと考えます。

黒川農場と国際学術交流事業
農学科　環境デザイン研究室　菅野 博貢

バイオの電波塔




